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動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
関
ガ
昭

蜘
和
印
年
よ
り
¥
福
井
県
薮
費
市
に
建
設

幽
を
進
め
て
い
だ
高
速
増
殖
炉

(
F
B
R〉

幽
原
型
炉
「
も
ん
じ
ゅ
L

(

電
気
出
力

m
m
E

阻
剛
)
ガ
炉
山
燃
料
集
合
体
協
体
の
装
荷

醜
状
態
で

4
月

5
目
、
午
前
刊
時
ぺ
!
分
初

臨
臨
界
に
達
し
だ
。

脚
寸
も
ん
じ
ゅ
L

は
、
こ
れ
ま
で
大
洗
工

臨
学
セ
ン
タ
の
高
速
実
験
炉
っ
常
麗
L

及

醐
び
印
刷
蒸
気
発
生
器
試
験
施
設
を
始
め

蜘
と
す
る
大
型
ナ
ト
リ
ウ
ム
試
験
施
設
を

醐
開
い
て
¥
数
多
く
の
研
究
開
発
を
実
施
。

臨
高
速
増
殖
炉
技
術
者
を
育
て
、
そ
の
成

臨
果
を
「
も
ん
じ
ゅ
L

の
設
計
・
建
設
・

畑
試
運
転
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
し
だ
。

蜘
こ
の
よ
う
に
寸
も
ん
じ
ゅ
L

は
¥
大
洗

閣
で
培
わ
れ
疋
技
術
ガ
薮
賀
で
実
を
結
ん

幽
ぜ
と
い
っ
て
も
過
一
一
一
一
口
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
こ
の
目
、
動
燃
東
海
事
業
所
に
柴
大

洗
工
学
セ
ン
タ
ー
所
長
を
は
じ
め
建
設

や
運
転
の
研
究
に
撰
わ
っ
た
万
や
地
元

自
治
体
の
関
係
者
ガ
会
議
室
に
集
ま
幽

り
¥
福
井
黒
薮
費
ガ
ら
一
プ
レ
ピ
電
話
、
ン
四

ス
テ
ム
を
盛
っ
て
、
大
画
面
に
映
し
出
幽

さ
れ
た
「
も
ん
じ
ゅ
L

中
央
制
御
室
の
幽

実
況
中
継
を
見
入
り
、
午
前
叩
時
?
分
幽

運
転
開
始
に
あ
だ
る
核
分
裂
反
町
ガ
安
閣

定
し
て
起
こ
る
「
臨
界
L

に
達
し
疋
こ
幽

と
ガ
分
か
る
と
画
面
を
毘
て
い
だ
人
達
脚

力
ら
一
斉
に
担
手
ガ
起
こ
り
初
臨
界
を
幽

喜

ん

で

い

ま

し

定

。

醐

「
も
ん
じ
ゅ
L

の
臨
界
に
よ
り
、
無
資
幽

源
国
で
あ
る
我
ガ
属
ガ
進
め
て
い
る
ブ
醐

ん
ト
一
一
ウ
ム
利
用
へ
の
道
を
切
り
開
き
¥
阻

大
き
な
一
歩
を
ふ
み
だ
し
疋
こ
と
に
な
醐

り

ま

し

だ

。

幽

今
後
は
¥
炉
物
理
試
験
な
ど
を
経
国

て
¥
来
年
の

4
月
に
初
併
入
、
ロ
月
に
幽

本
格
運
転
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
四

調
明
初
臨
界
を
発
表
す
る
柴
所
長

高速壇撞炉とiま

プルトニウムを燃料とし、

一絡に入れてあるウラン (U
-238)がプルトニウムにかわ
ることを利用して、燃えたプ

ルトニウムより多くのプルト

ニウム乏生成する仕組みの原

子炉です。
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U

スピードの速い中性子が、燃え

ないウラン (U-238)に吸収さ
れて、新しいプルトニウム燃料

力t生まれます。しかも、燃えた

燃料より多く生まれるため、こ

のことを "1宮殖M といいます。

。一一一一コ一、

。
〆

&大洗工学センターの「常陽」

むむ
中性子と

反応

盤増殖とは…・・「
も
ん
じ
ゅ
」
品
開
名
の
畠
来

高
速
増
殖
原
型
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
の

し

や

か

に

よ

句

い

わ

き

と

名
称
は
、
釈
迦
如
来
の
左
の
脇
士
、

も
λ
じ
ゅ

Z

さ
つ

文
殊
菩
麓
に
由
来
し
ま
す
。

文
殊
菩
麓
は
、
静
思
討
を
象
徴
し
、

獅
子
に
乗
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
は
強
大
な
力
を
も
っ
百
獣
を

智
慧
で
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
る
姿
で
す
。

原
子
力
の
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
も

こ
の
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
i
ル
し
、
科

学
と
教
学
の
謂
和
の
上
に
立
つ
の
で

な
け
れ
ば
人
類
の
幸
福
は
望
め
ま
せ

ん。
高
速
増
殖
原
型
炉
に
「
も
ん
じ
ゅ
」

と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

さらに燃えるウラン(U-235)やプルトニウムは、
核分裂をくりかえし、エネルギーを出し続けま

す。

ス
ト
ロ
ー
の
先
に
せ
っ
け
ん
液
を

つ
け
て
、
反
対
側
か
ら
ソ
i
ッ
と
息

を
吹
き
込
む
と
、
光
で
色
づ
い
た
玉

が
飛
ん
で
い
く
i
i
s、
し
ゃ
ほ
ん
玉

は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
お
な
じ
み

の
遊
ぴ
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
、
最
近

の
子
ど
も
た
ち
に
開
い
た
と
こ
ろ
、

し
ゃ
ほ
ん
玉
は
み
ん
な
が
知
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
し
ゃ
ぽ
ん
と
い

う
言
葉
の
意
味
を
知
ら
な
い
子
が
か

な
り
い
ま
し
た
。

し
ゃ
ぽ
ん
と
い
う
言
葉
は
せ
っ
け

ん
と
い
う
意
味
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

の
サ
ボ
ン
(
∞
伊
ZD)
が
語
源
で
十
九

お
年
を
召
し
た
方
の
中
に
は
、
し
ゃ

ぽ
ん
と
い
う
一
言
葉
を
使
っ
て
い
た
記

憶
が
あ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

し
ゃ
ぽ
ん
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
信

来
し
た
の
が
十
六
世
紀
、
し
ゃ
ぽ
ん

玉
遊
び
は
十
七
世
紀
の
は
じ
め
に
、

江
戸
に
し
ゃ
ぽ
ん
玉
売
り
が
登
場
し

た
の
が
最
初
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

穏
を
首
に
か
け
、
し
ゃ
ぽ
ん
玉
を
吹

き
な
が
ら
、
「
玉
や
、
玉
や
」
と
い
っ

て
売
り
歩
く
姿
は
、
江
戸
の
風
物
詩

で
し
た
。
後
に
、
京
都
に
も
し
ゃ
ぽ
ん
主
売

り
が
現
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
、
「
吹

き
玉
や
、
し
や
ほ
ん
玉
、
吹
け
ば
五

色
の
色
が
出
る
」
と
い
っ
て
売
り
歩

い
て
い
た
そ
う
で
す
。

最
近
は
、
洗
剤
や
シ
ャ
ン
プ
ー
、

ボ
デ
ィ
ー
ソ
i
プ
な
ど
で
も
、
手
軽

に
し
ゃ
ぽ
ん
玉
を
つ
く
っ
て
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
幼
児
が

し
ゃ
ほ
ん
玉
で
遊
ぶ
と
き
は
、
親
が

一
緒
に
つ
い
て
事
故
が
起
き
な
い
よ

う
に
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
し
ゃ
ほ
ん
玉
は
春
の

季
語
で
す
。
し
ゃ
ぽ
ん
玉
の
飛
ぶ
の

を
追
っ
て
空
を
見
上
げ
た
ら
、
そ
こ

に
鳥
の
姿
が
:
:
:
な
ど
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
五
月
十
i
十
六
日
は
、

「
愛
鳥
週
間
」
。
野
鳥
と
人
間
の
共

存
す
る
住
み

よ

い

環

境

を

♂

ど

、

守
っ
て
い
く
り
下

U
O
明
弘
位
正

こ
と
に
、
関
向
。

'
J
p
d
p
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心
を
も
ち
た
声
活
依
憐
凶

o
w
/
f
u
t
i
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い
も
の
で
て
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大競親交クラブ開会で
会
員
の
親
睦
と
地
域
の
拳
仕
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
る
大
洗
親
交
ク
ラ
ブ
で

は
、
竹
内
師
長
を
招
い
て
、
3
月
お
B

(
町
長
の
誕
生
釘
)
に
茨
交
ホ
テ
ル
に
於

い
て
、
平
成
6
年
度
予
算
の
説
明
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
は
、
犯
名
で
構
成
さ
れ
5
名

の
世
話
人
と
幹
事
で
運
営
、
毎
月
講
師

を
招
い
て
卓
話
や
見
学
会
、
歳
末
効
け

合
い
運
動
等
奉
仕
活
動
を
積
極
的
に
行

い
、
町
の
繁
栄
に
寄
与
し
て
い
る
団
体

で
す
。今
回
の
月
例
会
は
、
3
月
四
日
に
議

決
さ
れ
た
ば
か
り
の
平
成
6
年
度
予
算

の
内
容
を
聞
こ
う
と
聞
い
た
も
の
で
、

出
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
ま
し
た
。

t"" 

竹
内
町
長
は
、
総
額
1
2
3億
8
、
9

7
4
万
円
の
予
算
の
概
要
を
説
明
し
た

あ
と
、
今
年
度
の
新
規
事
業
の
大
洗
マ

リ
ン
タ
ワ

i
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
等
9

件
を
1
件
ご
と
に
ユ
ー
モ
ア
を
入
れ
て
、

詳
し
く
説
明
し
、
事
業
推
進
の
協
力
を

訴
え
て
い
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
新
規
事
業
の
説

明
に
関
心
を
持
ち
熱
心
に
聴
き
い
っ
て

い
ま
し
た
。

卓
話
後
、

3
月
白
日
で
退
会
さ
れ
る

大
竹
南
中
学
校
長
、
近
藤
動
燃
大
洗
工

学
セ
ン
タ
ー
管
理
部
長
の
送
別
の
宴
を

開
き
、
会
員
の
毅
睦
を
深
め
て
い
ま
し

た

憲
法
理
関
じ
ょ
せ

憲
法
施
行
を
記
念
し
て
、

5
月
1

B
か
ら
7
日
ま
で
を
憲
法
適
関
と
定

め
、
関
係
機
関
で
は
、
基
本
的
人
権

思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

基
本
的
人
権
尊
重
の
思
想
は
、
日

本
冨
憲
法
が
施
行
さ
れ
て
羽
年
を
経

過
し
た
今
日
、
思
民
の
間
に
着
実
に

定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
自
己
の

権
利
の
み
を
主
張
す
る
あ
ま
り
、
他

人
の
基
本
的
人
権
を
軽
視
す
る
風
潮

が
い
ま
だ
に
跡
を
た
ち
ま
せ
ん
。
特

に
「
い
じ
め
・
体
罰
事
件
」
に
つ
い

て
は
今
や
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
日
の
我
が
国
は
、
急
速
な

平成6年5月6S

経
済
的
発
援
を
遂
げ
る
中
で
、
諸
外

国
と
の
人
的
・
物
的
な
交
流
に
よ
り
、

名
実
と
も
に
国
際
化
時
代
を
迎
え
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
結
果
各
種
の

新
た
な
人
権
問
題
が
生
じ
る
と
と
も

に
、
従
前
か
ら
在
住
し
て
い
る
外
国

人
に
対
す
る
人
権
意
識
に
つ
い
て
も

改
め
て
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
十
九

憲
法
週
間
に
当
た
り
、
相
手
の
立

場
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
入
と
人

と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
学
校
、
家

庭
、
社
会
生
活
を
楽
し
く
平
和
に
す

る
こ
と
を
、
も
う
一
度
考
え
な
お
し

て
、
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
り
ま

ーレょ、
7
0

平
成
円
。
年
4
月
l
E村
で
、
大
洗
酎
職
員
の
人
事
異
動
、
か

あ
む
ま
し
た
。

(
課
長
級
)

総

務

課

長

総

務

課

主

査

企

画

課

長

税

務

課

長

住

民

課

長

保

健

課

長

商
工
観
光
課
・
観
光
振
興
担
当
主
査

建

設

営

繕

課

長

下

水

道

課

長

出

納

室

長

教
育
委
員
会
・
学
校
教
育
課
長

教
育
委
員
会
・
生
涯
学
習
課
長

(
係
長
級
)

企
画
課
・
秘
書
広
報
公
聴
係
長

税

務

課

・

収

納

係

長

住
民
課
・
由
民
年
金
係
長

福

祉

課

・

福

祉

係

長

第

一

保

育

所

長

第

一

保

育

所

主

任

保

母

生

活

環

境

課

・

生
活
環
境
係
長
兼
斎
場
係
長

生
活
環
境
課
・
交
通
防
災
係
長

保
健
課
・
由
民
健
康
保
険
係
長

建
設
営
繕
課
・
建
設
営
繕
係
長

建
設
営
繕
課
・
土
木
係
長

建
設
営
繕
課
・
建
設
営
繕
係
技
幹

下
水
道
課
・
下
水
道
管
理
係
長

下
水
道
課
・
下
水
道
工
務
係
長

下
水
道
課
・
下
水
道
工
務
係
技
斡

出

納

室

・

出

納

係

長

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
・

学

校

教

育

係

長

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
・

社

会

教

育

係

長

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
・

運

動

公

園

施

設

管

理

係

長

水
道
謀
。
庶
務
営
業
係
長

水

道

課

・

施

設

係

長

消

防

署

・

副

署

長

(
一
般
職
)

茨

城

県

派

遣

・

主

任

総

務

課

・

主

事

企

画

課

・

主

任

企

画

課

。

主

事

税

務

課

・

主

任

税

務

課

・

主

任

住

民

課

。

主

任

福

祉

謀

・

主

任
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品

中

エ

干

と

み

健

一

久

土
明

敏

キ艮

(

税

務

課

長

)

(

保

健

課

長

)

(

町

長

公

室

長

)

(

住

民

課

長

)

(
福
祉
課
・
福
祉
係
長
)

(
保
健
課
・
国
民
健
康
保
険
係
長
)

(

総

務

課

長

)

(

建

設

課

長

)

(

県

職

員

)

(
住
民
課
・
盟
民
年
金
係
長
)

(
教
育
委
員
会
事
務
局
長
)

(

出

納

家

長

)

(
腕
室
田
践
報
的
聴
一
時
i
r
)

(
収
納
課
・
収
納
係
長
)

(
教
育
委
員
会
・
主
任
)

(
企
蹄
課
・
主
任
)

(
第
二
保
育
所
主
任
)

(
第
二
保
育
所
主
任
)

(
生
活
環
境
課
・
生
活
環
境
係
長
)

(
水
道
課
・
営
業
係
長
)

(
保
健
課
・
主
任
)

(
建
設
課
・
建
設
管
理
係
長
)

(
水
道
課
・
施
設
係
長
)

(
建
設
課
・
建
設
管
理
係
技
幹
)

ヘ

都

市

計

画

課

・

J

F

下
水
道
管
理
係
長
」

ヘ

都

市

計

画

課

・

/

f

下
水
道
工
務
係
長
、

(
都
市
計
画
課
・
主
任
)

(
牢
定
環
境
課
・
交
通
防
災
係
長
)

(
教
育
委
員
会
・
学
校
教
育
係
長
)

(
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
係
長
)

ヘ

教

育

委

員

会

・

J

f

運
動
公
間
施
設
管
理
係
長
」

(
水
道
課
・
庶
務
係
長
)

(
都
市
計
画
課
・
主
任
)

(
消
防
署
・
第
2
中
隊
長
)

(
福
祉
課
・
主
任
)

(
税
務
課
・
主
事
)

(
町
長
公
室
・
主
任
)

(
都
市
計
画
課
・
主
事
)

(
収
納
課
・
主
任
)

(
収
納
課
・
主
任
)

(
保
健
課
・
主
任
)

(
茨
城
県
派
遣
・
主
任
)

第

二

保

育

所

・

主

任

江

戸

き

み

第

二

保

育

所

・

主

任

問

山

弘

子

生

活

環

境

諜

・

主

任

問

…

沼

千

恵

子

生

活

環

境

課

・

主

任

篠

原

靖

治

保

健

課

・

主

任

長

我

部

ゆ

み

子

保

健

課

・

主

事

佐

藤

邦

夫

保

健

諜

・

主

事

長

谷

川

満

都

市

計

画

課

・

主

任

鏑

木

幹

雄

下

水

道

課

・

主

任

横

田

孝

下

水

道

課

・

主

任

山

本

英

二

教
育
委
員
会
南
中
学
校
・
主
任
篠
崎
紀
代
子

教
育
委
員
会
磯
浜
幼
稚
闘
"
教
諭
米
山
川
あ
き

※
課
の
名
称
変
更
に
伴
、
っ
発
令
は
省
略
し
ま
す
。

(
新
探
用
職
員
)

保

健

課

・

主

税

務

諜

・

主

{
退
職
者
)

小

野

崎

剛

八

木

逸

郎

問

中

温

子

服

部

広

子

中

川

淳

市

毛

申

太

部

江

間

博

山

口

江

挙事

静

消
防
本
部
・
消
防
長

収

納

課

長

第
一
保
育
所
・
所
長

第
二
保
育
所
・
主
任

生
活
環
境
課
・
主
任

生
活
環
境
課
・
主
任

生
活
環
境
課
・
主
任

教
育
委
員
会
・
主
任

(
福
祉
課
・
第
一
保
育
所
主
任
)

(
磯
浜
幼
稚
園
・
教
諭
)

(
都
市
計
画
課
・
主
任
)

(

福

祉

課

・

主

任

)

(

建

設

課

・

主

任

)

(

住

民

課

・

主

事

)

(

総

務

課

・

主

事

)

(
生
活
環
境
課
・
主
任
)

(

建

設

課

・

主

任

)

(
土
地
開
発
公
社
・
主
任
)

(
町
民
会
館
・
主
任
)

(
第
一
保
育
所
、
王
任
保
母
)

大

川

久
保
木

(
平
成
6
年
4
月
1
日
付
)

(
平
成
6
年
4
月
1
日
付
)

治洋

τf=-_ 
dじふ、

(
平
成
6
年
3
月
白
日
付
)

(
平
成
6
年
3
月
紅
白
付
)

(
平
成
6
年
3
月
白
日
付
)

(
平
成
6
年
3
月
抗
日
付
)

(
平
成
6
年
3
月
白
日
付
)

(
平
成
6
年
3
月
紅
白
付
)

(
平
成
6
年
3
月
回
目
付
)

(
平
成
6
年
3
月
紅
白
付
)

鰻

政

報

が

各
離
帯
広
新
開
訴
込
み
で

離
布
替
、
れ
ま
す
。

燥
で
は
、
昨
年
度
ま
で
年
四
回
発

行
し
て
い
た
県
政
情
報
紙
「
県
だ
よ

り
」
を
、
今
年
4
月
か
ら
名
称
や
掲

載
内
容
を
新
た
に
し
て
、
毎
月
発
行

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
新
し
い
祭
政
情
報
紙
は
、

新
需
折
り
込
み
に
よ
っ
て
配
布
い
た

し
ま
す
が
、
市
役
所
・
町
村
役
場
の

窓
口
に
も
配
置
い
た
し
ま
す
。
是
非
、

御
覧
く
だ
さ
い
。

分
か
り
ゃ
す
く
県
政
を
解
説
し
た

記
事
を
は
じ
め
、
女
性
特
派
員
レ
ポ

ー
ト
、
季
節
の
話
題
、
イ
ベ
ン
ト
情

報
な
ど
楽
し
く
て
生
活
に
役
立
つ
情

報
を
満
載
し
て
、
各
世
帯
に
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

発
行
日
は
毎
月
1
日
を
原
則
と
し
、

発
行
日
に
最
も
近
い
日
開
曜
日
に
、
新

聞
折
り
込
み
に
よ
っ
て
配
布
し
ま
す
。

⑧
問
い
合
わ
せ
先

茨
城
県
総
務
部
知
事
公
室
広
報
公
務
課

広
報
編
集
担
当
督
問

7
0
4
5

〈
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は

正
し
く
お
早
め
に
V

3
月
米
決
算
法
人
の
う
ち
消
費
税

の
課
税
事
業
者
に
該
当
す
る
法
人
は
、

平
成
6
年
5
月
回
目
が
消
費
税
の
申

告
と
納
税
の
期
限
で
す
。
必
ず
期
限

内
に
所
轄
の
税
務
署
へ
申
告
書
を
提

出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
納
税
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

〈
消
費
税
の
課
税
事
業
者
に

該
当
す
る
法
人
と
は

7
V

消
費
税
の
確
定
申
告
が
必
婆
な
法

人
は
、
次
の
法
人
で
す
。

①
前
々
事
業
年
度

(
3
月
米
決
算
法

人
の
場
合
、
平
成
3
年
4
月
1
日
1

な
ど
で
経
済
的
に
お
困
り
の
方
。

②
そ
の
他
、
特
別
な
事
情
で
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
方
。

な
お
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た

期
間
の
年
金
額
は
、
納
付
し
た
場
合

の
三
分
の
一
の
額
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
後
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
将

来
有
利
な
年
金
を
受
け
と
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
免
除
さ
れ
た
保
険

料
を
十
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
は
老
後
の
生
活
を
保
障

す
る
大
切
な
支
、
え
で
す
。
忘
れ
ず
保

検
料
を
納
め
る
か
、
も
し
く
は
・
申
請

し
て
保
険
料
の
免
除
を
受
け
ま
し
ょ

、「ノ

保
験

l慰
霊

j糧
事 13之

詞!こ
中つ

|い

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
農
林

漁
業
や
蕗
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の

自
営
業
の
方
と
そ
の
家
族
の
方
お
よ

び
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
の
学
生
の

方
は
、
保
険
料
一
ヶ
月
一
万
一
千
百

円
を
毎
月
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
長
い
加
入
期
間
の
う
ち

に
は
、
や
む
を
え
な
い
理
由
で
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
滞

納
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
時
に
、
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
き
ま
す
と
、
一
一
年
を
経
過
し

た
分
の
保
険
料
は
、
時
効
に
よ
っ
て

納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
将

来
年
金
を
受
け
と
る
た
め
の
最
低
年

数
を
確
保
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
国
民
年
金
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事

態
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
次
の
よ

う
な
要
件
で
、
ど
う
し
て
も
保
険
料

が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
申
請
し

て
承
認
を
受
け
れ
ば
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
制
度
が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま

す。(
申
請
免
除
の
要
件
)

①
所
得
の
少
な
い
方
や
病
気
や
ケ
ガ

3
開
末
決
算
法
人
の
潤
饗
税
の

納
税
思

5
月
例
目
震
で

平
成
4
年
3
月
紅
白
)
の
課
税
売
上

高
が
3
千
万
円
を
超
え
る
法
人
。

②
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
蓄

を
提
出
し
て
い
る
法
人
。

〈
確
定
豊
一
同
警
の
援
向
か
遅
玩
る
と
〉

確
定
・
申
告
書
の
提
出
が
遅
れ
ま
す

と
無
申
告
加
算
税
が
か
か
り
ま
す
。

〈
納
税
が
遅
れ
る
と
〉

納
税
が
遮
れ
ま
す
と
、
平
成
6
年

6
月

1
aか
ら
同
年
7
月
紅
白
ま
で

の
聞
は
年
7
・
3
%、
8
R
1
日
以

降
は
年
日
・

6
%の
割
合
で
延
滞
税

が
か
か
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
・

税
務
相
談
室
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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の
為
に
還
元
し
た
い
と
、
地
域
振
興
協

力
基
金
制
度
を
設
け
、
今
年
で
3
回
目

を
迎
え
る
も
の
で
す
。
会
員
が
1
間
プ

レ
ー
す
る
ご
と
に
、
制
円
を
負
担
し
て

頂
く
も
の
で
、
年
間
約
2
万
人
が
利
用

さ
れ
、
-
千
万
円
を
拠
出
、
残
り
は
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
が
負
担
す
る
方
法
で
協
力

金
を
捻
出
し
た
も
の
で
す
。

協
力
寄
付
を
受
け
た
竹
内
町
長
は
、

「
地
域
振
興
の
た
め
、
有
意
義
に
使
わ

せ
て
頂
き
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

交
通
の
寄
金
金
額
ヮ

平
成
6
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

(
4
月
6
B
か
ら
お
日
ま
で
)
を
前
に
、

4
月
3
日
(B)小
泉
建
築
協
カ
会
(
泉

(3)第269号

清
掃
に
取
り
組
む
会
員

友
会
・
関
根
精
一
会
長
外
山
名
)
の
皆

さ
ん
が
、
交
通
安
全
を
願
っ
て
今
年
も
、

カ
i
ブ
ミ
ラ
!
の
清
掃
と
点
検
作
業
の

奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
風
も
強
い
中
で
し
た
が
、
会

員
の
皆
さ
ん
は
、
町
内
を
各
斑
に
分
か

れ
て
、
各
自
が
持
ち
寄
っ
た
ガ
ラ
ス
ク

リ
ー
ナ
ー
等
の
清
掃
用
具
を
使
い
、
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
磨
い
た
り
、
曲
が
っ
た

ミ
ラ
!
の
調
整
に
尊
い
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
こ
の
様
に

陰
で
交
通
事
故
防
止
を
願
っ
て
い
る
人

達
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
交
通
ル
ー

ル
を
よ
く
守
り
、
交
通
事
故
を
お
こ
さ

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

会
員
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

も

町
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
(
白
山
巴

会
長
)
会
員
の
皆
さ
ん
方
の
手
に
よ
っ

て
、
毎
年
「
花
の
あ
る
、
ふ
る
さ
と
づ

く
り
」
が
積
極
的
に
推
進
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
自
を
楽
し
ま
せ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
高
年
者
の
生
き
が
い
事
業

の
一
環
と
し
て
、
花
づ
く
り
を
通
じ
て

会
員
相
互
の
心
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し

て
、
ま
た
社
会
参
加
の
場
と
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

昨
年
日
月
下
旬
に
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

の
球
根

(
2
、
0
0
0
球
)
を
プ
ラ
ン
タ

に
患
ま

初
夏
を
感
じ
さ
せ
る
陽
気
の
中
、
天

妃
祭
(
祝
町
)
が
、

4
月
幻
自
(
第
3
日

曜
臼
)
に
行
わ
れ
、
大
勢
の
町
民
の
み

な
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
が
用
意
し
た
「
ハ
ッ
ピ
」

に
身
を
包
ん
だ
、
大
勢
の
子
ど
も
達
や

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
参
加
。
子
ど

ー
に
植
え
込
み
、
丹
精
込
め
て
育
て
て

き
ま
し
た
。

開
花
の
時
期
を
迎
え
た
、
去
る
4
月

日
日
高
年
者
の
み
な
さ
ん
は
、
役
場
前

広
場
に
集
合
し
て
、
赤
・
賞
・
ピ
ン
ク

色
の
か
わ
い
い
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
区
分

け
し
て
、
役
場
庁
舎
前
・
文
化
セ
ン
タ

ー
・
大
洗
駅
・
マ
リ
ン
タ
ワ

l
等
に
飾

り
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
に
観
賞
し
て
頂
き
た
い

と
設
置
し
た
も
の
で
す
。

大
型
連
休
ま
で
、
咲
い
て
い
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

も
御
輿
と
山
車
を
午
前
、
午
後
に
渡
っ

て
町
内
を
練
り
歩
き
、
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

来
年
も
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

O
申
し
込
み
は
、
左
記
へ

祝
町
子
供
御
輿
笑
行
委
員
会

会
長
石
崎
文
央
雷
同
1
1
9
4
8

事
務
局
渡
辺
和
男
密
U
6
0
1
5
5
1
0

曜
夜
譲
の
日
五
月
十
二
日

看
護
週
間
五
月
八

1
十
閤
日

警
護
の
山
闘
を

ん
容
の
邸
内
L
る
ζ
J
Y

春の

田開盟関d::

5月間

「
役
所
に
相
談
し
た
い
が
、
ど
こ
の

窓
口
に
い
け
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
」

「
役
所
に
苦
情
を
雪
い
た
い
が
、
直

接
出
向
き
た
く
な
い
」

「
苦
情
を
申
し
出
た
が
、
そ
の
措
遣

に
納
得
ご
き
な
い
」

こ
ん
な
と
き
は
、
行
政
相
談
委
員
に

ご
相
談
下
さ
い
。
日
常
生
活
に
お
い
て
、

役
所
の
仕
事
や
J
R
-
N
T
T
・
公
庫
・

公
聞
な
ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い

て
の
要
望
や
苦
情
を
住
民
か
ら
聴
い
て
、

中
立
・
公
平
な
立
場
か
ら
住
民
と
関
係

略核 モデル撮影会でソフトレンズ

を使って撮影してみました。

135ミリソフトレンズ F2.8

開放 1/125

V 中国撮影ツアーで蘇州の寒山寺

でのスナップです。

20-35ズーム F5.6オート

立原畠彦

司
氏
伊

機
関
と
の
間
に
立
っ
て
話
し
合
い
等
を

行
い
、
問
題
解
決
の
た
め
助
力
す
る
仕

事
を
し
て
い
ま
十
九
行
政
相
談
委
員
は
、

総
務
庁
長
官
が
民
間
の
有
識
者
の
方
に

依
嘱
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
全
国
で

5
千
人
を
超
え
る
委
員
が
、
く
ら
し
と

行
政
を
つ
な
げ
る
パ
イ
プ
役
と
し
て
身

近
な
と
こ
ろ
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

大
洗
町
の
行
政
相
談
委
員
は
、
小
野

崎
開
き
ん
で
す
。
自
宅
や
定
例
相
談
所

な
ど
で
常
時
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。大
洗
町
行
政
相
談
委
員

小
野
崎
剛
(
お
の
ざ
き
・
ご
う
)

住
所
・
大
洗
町
磯
浜
町
8
1
9
4
番
地

宮

町

2
0
2
4

⑪ 

〔
評
〕
傘
の
切
り
方
が
非
常
に
印
象
的

で
す
。
完
成
度
の
高
い
写
真
に
仕
上
が

り

ま

し

た

。

(

絹

針

弘

己

)

西村勝美

〔評〕 遠近感がよく表現されていま

すね。また、中富情緒もうまく表わ

されています。(総長十 弘己)

わ
が
家
の
屋
根
見
上
ぐ
れ
ば
し
ら
じ

ら
と
辛
夷
の
花
の
散
り
い
て
や
さ
し

東

光

台

問

中

勝

校

〔
評
〕
こ
ぶ
し
は
春
の
末
、
見
事
な

花
を
つ
け
て
高
々
と
咲
き
誇
る
姿
を

み
せ
て
く
れ
る
。
ふ
と
見
上
げ
た
と

き
、
屋
根
に
散
り
敷
く
白
い
花
々
に

今
年
も
、
「
前
向
の
地
域
振
興
事
業
に

役
立
て
て
下
さ
い
」
と
3
月
初
日
、
株

式
会
社
水
一
戸
カ
ン
ツ
リ
l
倶
楽
部
(
士
口

山
博
士
口
社
長
)
が
経
営
す
る
大
洗
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
の
菊
池
不
ニ
夫
常
務
、
石
井

藤
吉
郎
理
事
、
小
森
晃
支
配
人
、
川
崎

隆
史
総
務
次
長
さ
ん
の
4
名
が
町
長
室

を
訪
れ
、
竹
内
町
長
に
3
千
万
円
の
地

域
振
興
協
力
寄
付
金
の
自
録
を
手
渡
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
洗
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の
敷

地
は
、
前
有
地
と
祭
有
地
を
借
り
受
け

て
運
営
し
て
い
る
た
め
、
利
益
は
地
域

勝

山

葉

選

夫
の
燃
や
す
古
き
オ
ル
ガ
ン
問
国
守
り

き
に
わ

つ
つ
寄
は
掌
会
わ
す
狭
庭
に
立
ち
て

角

一

辻

ゆ

た

か

〔
評
〕
使
用
に
耐
、
え
な
く
な
っ
た
オ

ル
ガ
ン
を
、
決
断
の
米
燃
し
て
し
ま

う
こ
と
に
な
っ
た
。
庭
に
運
び
出
さ

れ
、
そ
し
て
夫
の
手
で
火
は
つ
け
ら

れ
た
。
オ
ル
ガ
ン
へ
の
懐
古
の
情
は

ひ
と
し
お
の
も
の
が
あ
ろ
う
。
作
者

は
い
つ
か
掌
を
合
わ
せ
て
い
る
の
で

あ
る
。
人
間
の
真
情
の
表
れ
と
し
て

尊
い
姿
で
あ
る
。

木
蓮
の
花
び
ら
忠
く
ほ
こ
ろ
び
て
朝

の
自
覚
め
の
心
豊
け
し

桜

道

山

本

こ

う

〔
評
〕
平
易
に
気
負
う
と
こ
ろ
な
く

詠
み
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
が
い
い
。

庭
先
の
木
蓮
が
ほ
こ
ろ
び
出
す
時
、

不
思
議
な
ま
で
の
や
す
ら
ぎ
を
覚
え

る
。
美
し
い
も
の
を
美
し
い
と
し
て

心
に
映
す
と
き
、
朝
の
目
覚
め
は
祝

福
と
な
る
。

潮
風
ま
と
も
に
受
け
て
磯
馴
松
春
の

傾
斜
に
幹
を
太
ら
す

堀

割

身

内

ゆ

み

〔
評
〕
岬
山
を
歓
策
し
な
が
ら
、
宮

の
前
の
状
景
を
よ
く
捉
え
て
い
る
。

海
よ
り
の
強
い
風
を
受
け
、
傾
斜
面

に
抗
う
よ
う
に
も
枝
を
張
る
松
。
し

か
も
そ
の
枝
は
逗
し
く
試
練
に
耐
え

て
し
っ
か
り
と
校
を
伸
し
て
い
る
と

い
、
つ
の
だ
。

作
者
は
驚
ろ
か
さ
れ
た
の
だ
。
歌
は

心
の
感
動
か
ら
生
れ
る
所
産
で
あ
る
。

てぬ
H
N均

春
の
一
審
わ
が
掌
に
溶
く
る
と
き
人
を

許
さ
む
心
に
克
つ
む

舟

渡

照

沼

と

よ

子

〔
評
〕
心
象
詠
と
し
て
巧
み
。
「
春

の
雲
」
も
こ
の
場
合
効
い
て
い
る
。

見
お
ろ
せ
ば
さ
な
が
ら
地
図
の
如
く

に
も
下
界
は
見
ゆ
る
花
見
の
山
に

寺

釜

佐

藤

よ

し

子

量i号室
Lこσコ
花見
飾納
磯りめ
浜をや
りと
て
i手
れ
f主
く
古蹟5

谷

ひ
ろ
し

き道
広の
}辺
れに
る日
仲花潟
町紫り
にう
け
て
仏
σコ
座
咲

庄
司
千
代
子

誕
生
の
枕
ひ
に
く
れ
し
晴
着
看
て
生

家
を
訪
へ
り
春
の
ひ
と
と
き

角

前

原

青

嵐

に春
主引ま
なや
さく
猫廃
髭の虚
釜迷と
えな
るり
1姿あし
井わス
正れ!
ー♂ノτ
京rs I 

ず風
眠邪
らに
れイ犬
ぬし
蔵夜風
前は呂
言寺 L二
歌入
国もら
山生あず
れ j笛
佳ずの
男ま

1.1.1';山主
脈主峡~~
はを
零ぬ
にけ
寺かて
釜が牽
よ窓

佐展
藤け
よく
しる
子 遼品

先
々
月
の
右
の
一
首
、
「
山
狭
を
」

は
「
山
峡
を
」
の
間
違
い
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
ぴ
致
し
ま
す
。



らあお 第259号 (4)

左
記
に
よ
り
「
愛
の
献
血
」
を
笑
施

い
た
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご

協
カ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日

時

6
月
8
a
(水
)

午
前
の
部
・
・
・
午
前
9
時
加
分

ー
午
前
ロ
時

午
後
の
部
・
・
・
午
後
1
時

l
午
後
4
持

場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

種
類
全
血
献
血
(
捌
叫
献
血
・
側
副

献
血
)

成
分
献
血
(
血
祭
献
血
)

献
血
の
で
き
る
人

協
力
者
11 

年
齢
(
v
m
歳
l
M叶
歳
ま
で
)
・
体
重
(
男

性
記
均
以
上
・
女
性

ω均
以
上
)
・

そ
の
他
当
日
の
血
液
の
比
重
、
血
圧

及
ぴ
体
調
の
良
好
な
方
。

成
分
献
血
の
申
込
み

成
分
献
血
は
、
一
人
却
分
程
度
の
採

血
時
間
を
用
す
る
た
め
、
申
込
制
と

な
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、

5
月
紅
白
(
火
)
ま
で
に
、
保
健
課
保

健
衛
生
係
(
宮
町
i
5
1
1
1
・
内
線

1
2
3
)
ま
で
申
込
み
下
さ
い
。

主
催
大
洗
町
及
び

大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

~~ 

ー
粧
犬
購
予
鮪
注
射
と

「1
1

1

盤
錨
臓
の
襲
輪
開
に
つ
い
で

次
の
日
程
に
よ
り
、
皆
さ
ん
が
飼
わ

れ
て
い
る
愛
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
と

登
録
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

マ
注
射
料
金
@
登
錬
手
数
料
等
5
、5
0
0
円

お

マ
担
当
@
鈴
木
獣
医
(
程
的
1
2
2
0
6
)

※
当
日
都
合
で
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は

獣
医
に
ご
相
談
下
さ
い
。

5 5 5 5 期
(月 (月 (月 (月

さ26 さ25 さ24 E23 a 臼 日 日 日

町五 ネ山申松松 夏角大震 大貢髭釜桜道 大髭釜永 永町藤本ベ福西ミ手
IIIT二大 大大祝

健{果反闘 )11 )11 洗町
保健了目港洗 神主洗土洗明町

集会問銭公民前
協海農前一諏集会 駅前前堀 場

セン 会集 校学前祖道会丸魚
l日ン前 セ湾

月庁野 訪所前
御不動割集会
豊キ ン観入 第記治E亀霊

タ所前 前腐窓
神社前 神前銭前

屋後鹿前 タ音様前 口
一際前鳥館前念溜窓前前l 漁

前 前
尊前所前
旅館前

具倉
所

庫前

午後 午 後 三子前 午後 午前 午後 午前

2 1 1010 9 2 2 1 11109 211 11109 211 11109 
時

. . . . . -・ a
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

3030 501030 400015 001030 405515 001030 305015 100020 
I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 
3 2 11109 321 111010 321 111010 3 2 1 11119 

問

3020 203050 203050 405000 303045 305000 302045 300050 

平成6.1'f.5月6司

役場・生活環境課 ft67-5111(内線242)〈問い合わせ先〉

カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
韓
関
関

欝
鶴
離
し
て
い
ま
す
j

O
元
気
な
小
学
2
年
生
男
子
児
童
集
ま

れ

/

O
自
然
の
中
で
心
も
体
も
骨
太
に
な
ら

な
い
か
/

〈
連
絡
先
〉

@
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
洗
第
一
団

団
委
員
長
水
谷
虎
次
郎

宮
町
1
1
1
2
1
2
4

網
代
朝
久

盟

U
1
1
6
7
2
6

津
和
男
(
ピ
ノ
キ
オ
)

宮
町
i
3
6
6
4

@
カ
ブ
隊
長

@
カ
ブ
副
長

艶Tの人間と世帯
(4月IEI現在)

人口 20，748人(-59) 

男 10，285人(-42) 

女 10，452人(-27) 
世帯数 5，418p (-20) 

転入 93人 転出 155人

出生 12人 死亡 19人

( H6.4.8現在)

開催日 害車始時間 催 毒事 内 同fヨ刊・ 開催場所 主 催 入場方法

5月初日在的 9 :00- 税 法 説 司月 ~コhミ 大会議室 水戸税務署 関係者

5月22日(日) 10: 00- 茨城の民謡コンクール大会 ホール 茨城察民謡史舞連合会 一般

5月24臼(:k) 9 :00- 運転免許更新時講智会 大会議室 水戸地区交通安全協会 関係者

55月月2298日日 仕(日)) 13: 00- 大洗青年会議所10周年記念式典 ホ lレ 大洗青年会議所 関係者

6月5日(日) 10: 00- おらが茨城の日貝民言語大会 ホール 茨城県民謡協会 一般

会大洗文化センター行事予定褒 (5120.......6/5)

問
問
が
ん
、
子
宮
が
ん
に
よ
る
死
亡
率

は
年
々
低
下
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
が
ん
に
か
か
る
人
が
減
っ
た
も
の

で
は
な
く
、
集
団
検
診
等
に
よ
る
早
期

発
見
の
効
果
が
多
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
に
つ
い

て
は
、
従
来
欧
米
に
多
く
日
本
で
は
少

な
い
「
が
ん
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
近
年
食
生
活
や
女
性
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、
こ
の
が
ん
の

発
生
は
驚
く
べ
き
ス
ピ
ー
ド
で
増
え
統

〔
警
が
ん
検
診
〕

検

診

日

6
月

9
a
肘

6
月
間
山
日
山
樹

6
月
日
日
開

6
月
U
日
川
W

6
月
日
日
制

6
月
刊
ぬ
目
的

6
月
幻
自
山
砲

6
月
刊
日
制

6
月
初
日
倒

場

所

松
山
川
集
落
セ
ン
タ
ー
前

夏
海
上
宿
集
会
所
前

角
一
集
会
所
前

大
貫
(
上
宿
)
集
会
所
前

永
町
堀
劉
集
会
所
前

松
ケ
丘
住
宅
集
会
所
前

髭
釜
町
叫
寿
集
会
所
前

明
神
町
集
会
所
前

前
向
保
健
セ
ン
タ

i
前

。
受
付
時
間

午
前
6
待
加
分
i
午
前
8
時
ま
で

O
対

象

者

mw
歳
以
上
の
方
(
平
成
6
年
度
中
に

却
歳
に
な
る
方
も
該
当
し
ま
す
)

O
申
込
方
法

6
月
2
日
(
木
)
ま
で
に
「
前
保
健
セ

ン
タ
ー
」
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

宮内∞
1
1
0
1
0

申
込
者
は
、

1

目
前
名
で
締
切
ら
せ
て
戴
き
ま
す
。

O
注
意
事
項

検
診
の
際
は
、
ボ
タ
ン
の
な
い
肌
着

を
着
用
し
て
下
さ
い
。

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センター(霊堂66-2442)へお問い合わせ下きい。

r-、検

診

日

6
月

9
日

附

6
月

maω

6
同

月

日

目

岡

山

6
月
比
日
閃

6
月
日
日
側

6
月
日
日
山
側

6
月
幻
自
山
関

ん
検
診
〕

場

所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
前

夏
海
上
宿
集
会
所
前

角
一
集
会
所
前

大
賞
(
上
宿
)
集
会
所
前

永
町
甥
割
集
会
所
前

松
ケ
丘
住
宅
集
会
所
前

町
保
健
セ
ン
タ
ー
前

母〉

崎臨

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
予
防
す
る
に

は
、
食
生
活
を
重
点
と
し
た
生
活
習
慣

の
改
善
が
必
要
と
恩
わ
れ
ま
す
が
、
も

う
一
歩
穣
樫
的
な
が
ん
対
策
と
し
て
、

年
一
盟
の
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
今
年
度
各

種
が
ん
検
診
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、

が
ん
の
恐
し
さ
を
認
識
さ
れ
お
互
い
に

声
か
け
合
っ
て
受
診
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

A
⑩
V

A

⑨

V

A

ゆ
v

O
受
付
時
間

午
後
立
時
却
分
i
午
後
1
持
切
分
ま
で

O
対

象

者

初
歳
以
上
の
女
性
(
平
成
6
年
度
中

に
却
歳
に
な
る
方
も
該
当
し
ま
す
)

O
申
込
方
法

6
月
2
日
(
木
)
ま
で
に
「
簡
保
健
セ

ン
タ
ー
」
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

歯
師

1
1
0
1
0

申
込
者
は
、

1

日
間
名
で
締
切
ら
せ
て
戴
き
ま
す
。

O
注
意
事
項

昨
年
度
に
検
診
予
約
を
さ
れ
た
方
は
、

今
回
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。
な
お
、

都
合
に
よ
り
検
診
場
所
を
変
更
す
る
方

は
、
早
自
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

検
診
の
際
は
、
必
ず
ス
カ
ー
ト
を
着

用
し
て
き
で
下
さ
い
。

〔
乳
、
が
ん
検
診
〕

7 6 6 6 6 6 6 
検月 月 月 月 月 月 月

4 29 28 27 22 21 20 診
日 日 日 日 日 日 日

日
伺) かぬ (:k) 明} 付4 (:k) 開

イ健町呆 {健匝呆T f健器呆T E{健呆T イ健町呆 町保健
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保健
ま事f

セ セ セ セ セ セ セ
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タ うF うF タ ~ タ タ

i 所

O
受
付
時
間

午
後
1
時
1
午
後
2
時
ま
で

O
対

象

者

初
歳
以
上
の
女
性
(
平
成
6
年
度
中

に
却
歳
に
な
る
方
も
該
当
し
ま
す
)

O
申
込
方
法

6
月
刊
日
(
金
)
ま
で
に
「
町
保
健
セ

ン
タ
ー
」
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

宮
前
i
1
0
1
0

申
込
者
は
、

1

事

名

ふ|ふ。|ふiふ|ふJι|ふ|ι

業

明神町10区

横須賀薮ちゃん

( 9ヶ月)

責サ

-
昨
吋
∞
分

2
待
∞
分

1
時間
ω
分

2
時
お
分

孔
昨
吋
∞
分

ー
昨
吋
∞
分

1
昨
吋
∞
分

2
時
吋
∞
分

1
持
∞
分

2
時
∞
分

1
時
吋
お
分

2
時
日
分

1
時
日
分

2
時
日
分

1
時
日
分

2
4待
日
分

1
待
日
分

2
時
間
記
分

9
昨
吋
∞
分

日
時
∞
分

1
昨
吋
∞
分

2
持
∞
分

象

名

実
線
時
潤

一
般
診
変
・
抑
制
談

前
年
度
基
本
健
康
診
査
で
要
指
導
の

方
及
ぴ
一
般
住
民

経
口
生
ポ
リ
オ
投
与

三

歳

児

健

診

生
後

3
ヵ
月
j

ロ
ヵ
月
の
乳
幼
児
及

ぴ
母
親

離

乳

食

教

室

手L

健

診

3
歳
の
誕
生
に
達
し
た
幼
児

児

経
口
生
ポ
リ
オ
投
与

j昆

メ入
ロ

生
後
引
抗
力
月
l
M叩
ヵ
月
ま
で
の
幼
児

稜

6

/
帆

ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

反

応

検

査

学
校
も
れ
者
及
び

3
ヵ
月
l
M四
ヵ
月

の
乳
幼
児

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
で
陰
性
の
者

内

3

6

/
山間

B

C

G

接

種

6 
/ 
侭)6 

母

子

本自

談

母
性
及
ぴ
乳
幼
児
の
相
談
者

一
般
診
査
・
相
相
談

前
年
度
基
本
健
康
診
査
で
要
指
導
の

方
及
び
一
般
住
民

6 
/ 
(月)6 「

機
能
囲
復
訓
練
」

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
1
午
前
日
時
)

0
5
月
日
日
樹

0
5
同
刀
打
臼
ω

0
5
月
純
白
ω

0

5
月
訂
臼
幽

0
5
月
白
日
ω

0

6
月
3
臼
樹

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)

日
印
名
で
締
切
ら
せ
て
戴
き
ま
す
。

O
注
意
事
項

検
診
の
擦
は
、
必
ず
パ
ス
タ
オ
ル
を

ご
持
参
下
さ
い
。

〔
大
開
鰯
が
ん
検
診
〕

(
検
査
容
器
配
布
期
間
)

6
月
9
B
(
木
)
i
7
月
4
日
(
月
)

(
検
査
容
器
配
布
場
所
)

国
国
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

会
場
及
ぴ
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
付
。

(
検
便
持
参
臼
及
び
場
所
)

6
月
幻
日
(
水
)
・

6
月
幻
自
(
木
)
・

7
月
8
日
(
金
)

町
保
健
セ
ン
タ
ー

(
対
象
者
)

ω歳
以
上
の
男
女
(
一
平
成
6
年
度
中

0
5
月
刊
日

ω
専
門
療
法
士
指
導

0
5
月
初
日
掛
整
形
外
科
医
指
導

0
6
月
7
臼
附
専
門
療
法
士
指
導

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
を
も
っ
た
方
で
機
能

間
復
訓
練
を
必
要
な
方

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

に
川
町
歳
に
な
る
方
も
該
当
し
ま
す
)

(
検
査
方
法
)

便
潜
血
反
応
検
査
2
団
法

(
2
日
間

使
を
採
取
し
、
血
液
が
ま
じ
っ
て
い
な

い
か
調
べ
る
も
の
)

〈
各
検
診
共
通
事
項
V

@
各
検
診
と
も
料
金
は
無
料
で
す
。

@
却
歳
以
上
の
方
は
、
検
診
の
際
「
健

康
手
帳
」
を
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。

@
検
診
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は
、

町
保
健
セ
ン
タ
ー
(
宮
前
1
1
0
1

0
)

へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

50 
E 
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簡
潰
擦
に
な
ら
な
い
定
め
の
禽
生
活

脅
は
、
内
や
魚
、
卵
な
ど
の
た
ん
ぱ

く
質
を
消
化
す
る
た
め
に
、
強
い
消
化

液
(
腎
酸
)
を
だ
し
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
胃
自
体
も
た
ん
ぱ
く
愛
で
で
き

て
い
る
た
め
に
暴
飲
暴
食
や
ス
ト
レ
ス

が
原
因
で
胃
酸
過
多
に
な
る
と
、
間
同
の

粘
模
や
粘
膜
の
下
を
キ
ズ
つ
け
て
し
ま

う
i

i
こ
・
れ
が
田
胃
潰
携
で
す
。

聞
が
も
た
れ
る
。
食
欲
が
な
い
。
空

腹
時
に
簡
が
痛
む
。
そ
ん
な
症
状
が
あ

る
方
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
胃
を
い
た
わ
る

食
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

国
同
を
い
た
わ
る
た
め
に
は
、

①
刺
激
性
の
強
い
食
べ
物
を
避
け
る

激
辛
食
品
、
香
辛
料
、
柑
橘
類
、
カ

フ
ェ
イ
ン
の
多
い
飲
物
や
炭
酸
飲
料
、

ア
ル
コ
ー
ル
は
胃
液
の
分
泌
を
活
発
に

し
ま
す
。
タ
バ
コ
も
ひ
か
え
め
に
。

⑨
消
化
の
い
い
食
品
を
選
ぶ

食
べ
た
あ
と
田
問
に
止
ま
る
時
間
が
短

い
食
品
を
選
ぴ
ま
し
ょ
う
。

③
消
化
の
い
い
調
理
方
法
を
工
夫
す
る

生
卵
よ
り
半
熟
卵
、
白
米
よ
り
お
粥

の
方
が
消
化
が
よ
い
。

④
1
白
3
圏
、
規
則
正
し
い
食
事
を

'
⑤
よ
く
か
ん
で
、
ゆ
っ
く
り
食
べ
る

⑨
賢
液
の
抵
抗
を
高
め
る
た
ん
ぱ
く
質
、

ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
を
た
っ
ぷ
り

と
る
も
し
も
、
激
し
い
痛
み
な
ど
の
症
状

が
あ
る
場
合
に
は
、
医
師
の
診
察
を
受

け
ま
し
ょ
、
っ
。(
栄
養
士
・
野
口
洋
子
記
)

消
化
の
よ
い
食
べ
物

1
時
間
同
町
山
分

1
時
間
必
分

2
時
間

2
時
間
日
分

2
待
問
鈎
分

生
後
3
ヵ
月
l
M叩
ヵ
月
ま
で
の
乳
幼
児

生
後

2
ヵ
月

1
3
ヵ
月
の
乳
児

生
後
6
ヵ
月

1
8
ヵ
月
の
乳
児

生
後
3
カ
同
月

i
M叩
ヵ
月
ま
で
の
乳
幼
児

2
時
間
M
M
分

ロ
時
間

半
熟
卵

麦
飯
山
川

g

鯛
の
刺
し
身

鮎

m
g

牛
乳

m
d

米
飯

m
g

生
卵
牛
肉
す
き
焼

パ
ン

m
g

う
ど
ん

m
g

バ
タ

l

ω

g


